
1.　は　じ　め　に
　クラウドコンピューティングを利用して ICTリソースを自社で保有する割合を最小限にす
ることで，IT投資・維持コストの削減，ICTリソース調達や ITシステム立ち上げの迅速化，
ビジネスの変化への柔軟な対応が可能になる．そのため，クラウドコンピューティングに対す
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要　約　ICTリソースの有効活用を目的として，仮想化ソフトウェア，運用管理ソフトウェ
アを利活用した ICTリソースや管理業務の効率化がクラウドコンピューティングの第一歩
として試行されつつある．この効率化を実現するためのソリューションとして，プライベー
トクラウドが注目されている．

　　プライベートクラウドを構成するソフトウェアは ICTリソースを仮想化して利用資源を
減らす機能と，ICTリソースの運用管理を省力化する機能で構成される．

　　近年，プライベートクラウドを構成するオープンソースソフトウェアの多機能化が進んで
おり，これを活用することにより安価なプライベートクラウドの構築・所有が可能となる．
一方，クラウドコンピューティングにおけるセキュリティや品質のガイドライン化や移行を
容易にする標準化の取り組みが始まり，プライベートクラウドとパブリッククラウドとを目
的によって使い分けるハイブリッドクラウドの形態も普及しつつある．これらのプライベー
トクラウドを実現する様々なソリューションの提供と組み合わせにより，2011 年頃からプ
ライベートクラウドが着実に普及していくと考えられる．企業はクラウド化された ICTリ
ソースを目的に合わせて利活用することを検討していくことが重要となる．

Abstract　Various attempts are being made to achieve effective use of ICT resources and efficient opera-

tions by taking advantage of virtualization software and operations management software. These attempts 

can be positioned as a first step to cloud computing, and will evolve into a solution called Private Cloud 

which has been attracting attention.

　　Private Cloud is an integrated set of software which reduces infrastructure resource requirements by 

virtualization and simplifies systems operation and management.

　　In recent years, open source software offers richer features and makes it possible to build, own, and 

operate Private Cloud at lower cost. Meanwhile, efforts are underway to establish guidelines of security 

and quality of service for cloud computing, as well as standards to facilitate transition between cloud com-

puting environments. It will also become more common to use both Private Cloud and Public Cloud as the 

situation demands, which is called Hybrid Cloud. It is envisioned wider adoption of Private Cloud will start 

around 2011, as supporting solutions become available. It will become important for enterprises to take 

maximum benefits from cloud-enabled resources properly according to the purpose.
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る企業の期待や注目度は日増しに強くなっている．Google，マイクロソフト，Amazon，セー
ルスフォースなどの大手企業がクラウドの技術やサービスを積極的に展開している．一方，ユ
ーザは情報セキュリティやプライバシ，信頼性などの観点からクラウドコンピューティングを
利用することに対する不安や様々な課題に直面する．そのような中で既存の IT資産をすべて
パブリッククラウドの環境に置き換えるのではなく，コスト削減や効率化に即効性の高いサー
バの仮想化や，プライベートクラウドの構築，あるいはパブリッククラウドと企業内の IT資
産を併用して利用するハイブリッドクラウドのような形態で，クラウドコンピューティングを
利用するきっかけとしたいと考える企業が増えている．
　本稿では，プライベートクラウドの普及の背景，構成する機能やユーザのメリット，プライ
ベートクラウドを構築する上で直面する課題，それを解消する動きとしての各種オープンソー
スソフトウェア（以降OSS）の台頭やクラウド関連技術の標準化活動について述べる．

2.　仮想化ソフトウェアの成熟と ICTリソースの削減
　2010 年現在，オープンシステムにおける ICTインフラストラクチャ（以降 ICTインフラと
略称する）の仮想化ソフトウェアは，機能・品質共に急速に成熟度を高めていると同時に，普
及が進んでいる．特にサーバの仮想化機能（ハイパーバイザー機能とも呼ばれる）は，ICT
インフラを統合することによって ICTリソースを削減するための有効なツールとして普及し
ている．仮想化ソフトウェアを活用することによって，サーバ台数の削減など，ICTリソー
スの削減を推進することができる．ICTリソースの効率化に即効性のある仮想化ソフトウェ
アは，景気状況の悪化で企業における IT投資予算が圧縮される傾向にある中で注目されてい
る［1］＊1（図 1）．

図 1　注目度の高い技術（JUAS　2009年度　企業 IT動向調査報告書より）

　しかしながら，統合化されただけの ICTリソースは，拡張や縮小，余剰資源の再利用，可
用性の確保などの要求に対応することが難しくなり＊2，運用面でのリスクや対応コストが増大
することになる．したがって，統合化したICTリソース（仮想システムイメージ，ストレージ，
CPU，ネットワーク，ソフトウェアライセンスなど）の運用管理の効率化への取り組みが必
要となる．
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3.　仮想化ソフトウェア/運用管理ソフトウェア技術を使った企業内クラウド
　前章で述べたような要求に応えて ICTリソースや管理業務の効率化と社内サービス化を実
現するインフラストラクチャとしてプライベートクラウドが出現し，注目を集めている．プラ
イベートクラウドは，企業で利活用するサーバ・ストレージ・ネットワークなどの ICTリソ
ースを統合管理して，それらの資源を各部門からの要求に応じて必要なときに必要なだけ提供
する．プライベートクラウドを構築し運営することによって，ユーザが調達する ICTリソー
スを一元化・迅速化したり，運用管理業務を自動化・省力化することができる＊3．

　3. 1　プライベートクラウドを構成する機能群
　プライベートクラウドは，サーバハードウェア・ストレージ機器・ネットワーク機器などの
ハードウェア機器群，ICTリソースの仮想化を行う仮想化ソフトウェアの機能群，ICTリソ
ースの運用管理を行うサービスを提供する機能群に分類することができる．ここではそれらの
分類をそれぞれハードウェアレイヤ，ICTリソース仮想化レイヤ，ICTリソースマネジメン
トレイヤと呼ぶ．従来の，インフラ仮想化ソフトウェアを使ったサーバ統合ソリューションと
の大きな違いは，ICTリソースマネジメントレイヤの機能群が整備されてきたことである（図
2）．次節では ICTリソースマネジメントレイヤの機能について解説する．

図 2　プライベートクラウドの構成レイヤと機能

　3. 2　ICTリソースマネジメントレイヤの機能
　ICTリソースマネジメントレイヤは，ICTリソースに対する一連の管理業務を軽減または
自動化し，サービスの形でユーザに提供する機能を持つ．代表的なもの＊4 を表 1に示す．
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表 1　プライベートクラウドを構成する代表的な機能

4.　プライベートクラウドの普及に関する動向
　前述したプライベートクラウドを構築する場合，初期投資コストが大きくなることや，既存
IT環境からの移行上の制約があることなど，いくつかの課題に直面するが，本章ではこれら
の課題を解決してプライベートクラウドを普及させる二つの業界動向を紹介する．

　4. 1　オープンソース版のプライベートクラウドソフトウェアの台頭
　仮想化ソフトウェアの機能（プライベートクラウドの ICTリソース仮想化レイヤの機能）
は 2005 年頃から普及し始め，当初は全てが有償ソフトウェア製品として ISV（Independent 
Software Vendor）各社から提供されてきた．さらに，プライベートクラウドを構成する ICT
リソースマネジメントレイヤの機能は非常に高価であり，同ソリューションの初期投資額を増
大させる大きな要因となっていた．しかし，2007 年頃からこれらの中の多くの機能を実現す
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るソフトウェアがOSSプロジェクトで開発され，実用可能なレベルに達してきている．表2は，
オープンソース版の仮想化ソフトウェアおよび（プライベートクラウドで必要な）ICTリソ
ースマネジメントレイヤと ICTリソース仮想化レイヤの機能の分類である．プライベートク
ラウドの機能の中でOSS プロジェクトで開発されリリースされているものを対応付けすると，
多くが既にOSS で提供されていることが分かる（表 3）．

表 2　仮想化ソフトウェアに関連する OSSソフトウェア例

表 3　プライベートクラウドを構成する機能と対応する OSSソフト
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　これらのOSS を活用してプライベートクラウドを構築することにより，初期投資の中のソ
フトウェアライセンス料金にかかるコストを大幅に圧縮することができる．これらのOSS は，
安価なサーバハードウェアやストレージもサポートしているので，ハードウェア調達コストも
削減できる．
　2010 年 2 月の時点では，これらOSS の国内での認知度はそれほど高くなく，プライベート
クラウドの構築でも利用されていないが，欧米諸国では適用事例がみられるようになってお
り，国内でも普及してゆくものと考えられる．ただし，サービスレベルや実際のプライベート
クラウドの運用上の課題は残る．

　4. 2　クラウドコンピューティングに関する標準化活動
　プライベートクラウドの構築や運営，移行に関して，国内外でさまざまな標準化の活動が始
まっている．その中のいくつかの活動や規格を紹介する．

1）　クラウドコンピューティングと日本の競争力に関する研究会
　経済産業省，商務情報政策局が主導する研究会であり，クラウドコンピューティングに関
する世界の潮流を見定めて，その進化や発展のための諸課題・論点を整理し取りまとめるこ
とを目的としている．
　当研究会のテーマの一つとして，情報セキュリティやプライバシ，信頼性などの観点から
サービスの供給者および受益者の両者にとってどのような制度の整備，ルール見直しが必要
かについて検討されている．この活動により，プライベートクラウドを運営して社員に向け
たサービスを提供する上での社内制度やルールの策定作業がスムースに行えるようになるこ
とが期待できる．

2）　Open Cloud Standard Incubator
　Distributed Management Task Force（DMTF）＊5 の下で設立された活動．クラウドの標
準化，相互接続性についての仕様を策定して，クラウドサービスのポータビリティを容易に
することが目的である．これにより，既存の IT環境からプライベートクラウドへの移行の
容易性の向上や，プライベートクラウドと外部のホスティングサービスとの相互運用を実現
するソリューションの普及が期待できる．

3）　Cloud Security Alliance（CSA）
　クラウドコンピューティング環境におけるグランドセキュリティに関する共通の基準を策
定する．このような基準が策定されることにより，プライベートクラウドのセキュリティレ
ベルが明確化されることが期待される．

4）　Cloud Computing Interoperability Forum（CCIF）
　クラウド間の互換性を実現するためのフレームワーク，オントロジーを定義し，複数・多
種のクラウドの相互運用の実現を目指す．
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5）　Open Virtualization Format Specification（OVF）
　2）と同様にDMTFにより策定された仮想コンピュータのイメージファイルフォーマット
の標準規格．これにより異種のプライベートクラウドや仮想化ホスティングサービス間の仮
想コンピュータイメージの相互運用が可能になる．

　上記のようなクラウドコンピューティングの関連技術が標準化・オープン化されていくこと
で，さらにクラウド化が推進されていくと考えられる．

5.　お　わ　り　に
　プライベートクラウドは ICTリソースを削減し運用業務を効率化するソリューションとし
て注目を集めているが，ソフトウェアや機能が整備されておらずそれほど普及していなかっ
た．しかしながら，OSS の仮想化ソフトウェアや運用管理ソフトウェアの多機能化が進み，
プライベートクラウド構築時の初期投資の削減が可能になった．また標準化の取り組みにより
セキュリティレベルの向上，移行容易性や外部パブリッククラウドとの連携や相互運用性の確
保も進みつつある．クラウドコンピューティングを実現するこれらのソリューションの提供と
組み合わせにより，2011 年頃からプライベートクラウドにおけるシステム移行の容易性やセ
キュリティレベルが高まると想定される．
　企業は ICTインフラの効率化を進めつつ，クラウドコンピューティングへのパラダイムシ
フトに対応していくことになるであろう．また，プライベートクラウドとAmazon や Google
などが提供するパブリッククラウドを使い分けるハイブリッドクラウドの形態も普及していく
ものと考えられ，企業はクラウド化された ICTリソースを目的に合わせて利活用することを
検討していくことが重要となる．
　本稿では，そのような IT業界の潮流を捉えるために，仮想化ソフトウェアやクラウドコン
ピューティングを実現するソフトウェア機能，OSS の仮想化ソフトウェアや運用管理ソフト
ウェアの動向，そしてクラウドコンピューティングの標準化の活動について紹介した．クラウ
ド時代過渡期に立っている ITユーザの方々が，来るべき大波にどのように対処していくべき
かを思案するための一助となれば幸いである．

─────────

＊ 1 2009 年度の JUAS の調査報告書によると，81%のユーザが仮想化ソフトウェアを導入済，
導入予定または導入検討中と答えており，技術項目に対する注目度は非常に高い．

＊ 2 ハードウェアの利用率が高まる一方で ICTリソースが不足した場合に補充にあてる余剰の
ICTリソースがなくなり ICTリソースの調達や廃棄などの業務を頻繁に行う必要がでてく
ること，サーバハードウェアが減少するに伴い管理者の人数も減り管理者 1人あたりの作業
負荷が高くなること，一つのサーバハードウェアの障害が発生した際により広範囲の ICT
リソースに影響が及ぶこと．などが挙げられる．

＊ 3 専用ネットワークを介した仮想サーバホスティングサービスもプライベートクラウドと呼ぶ
場合があるが，ここで言うプライベートクラウドは ICTインフラを自社で所有して運用・
運行も自社で行う形態を指す．

＊ 4 プライベートクラウドを構築するソフトウェアの機能はベンダ製品の情報に加えて，表 2に
示したオープンソースソフトウェアの情報を参考に洗い出した．

＊ 5 Distributed Management Task Force（DMTF）: 企業やインターネットにおける IT環境
のシステム管理のための標準を策定・保守する標準化団体．

  〈http://www.creationline.com/news090917.html〉
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